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後援会ニュース「しおかぜ」は街づく

りのコミュニティ紙として皆さんの

暖かいご支援をお願いします。

ご意見をお聞かせください。

日本共産党浦安市東部後援会
Ｎｅｗｓ

２０２１年 １月 後援会 HP> http：//uraek.news.coocan.jp/

ທ ທ 新型コロナ対策を！ 無為無策後手の菅政権

から国民の命と暮らしを守る政権に交代 ▼▼

皆さん、2021 年をどのように迎えられましたか。

私は、「もっと多くの方に希望を届けたい」と思い続け

た年を送り、政権交代で命と暮らしを守る政治の実現を

決意する新しい年を迎えました。

コロナ禍のもとで苦しむ労働者や

シングルマザー、学生、医療・介護

従事者、保育士や教員などの悲鳴の

ような叫びを伺い、議員や党支部と

ともに事態の改善を求めて地方自治

体や国へ何度も要望してきました。

すぐではなくてもいつかは必ず実現できると思いつつ、

しかし「要望は承った」と相手方は言うだけでまともな

検討もしない態度に悔しさでいっぱいでした。しかし、

一人一律 10 万円の定額給付金の支給や雇用調整金申請

期限の延長、PCR 検査の対象拡大など、一つ一つの制度

の改善や前向きな変化が起こっているのも事実です。

医療機関への支援も「充分」だと言い放ち、後期高齢

者(75 歳以上)の年収 200 万円以上の医療費負担を 1 割か

ら 2 割に引き上げると公言する。これほどまでに国民の

命に関心を払わない政権があったでしょうか。政治の役

割は公助を拡大することなのに、自助ばかりを増やす菅

政権を終わらせるしかない。社会保障を充実する新しい

政府を打ち立てよう、と街頭で訴えるとチラシやしんぶ

ん赤旗の見本紙が飛ぶように受け取られます。怒りが広

がり、「頑張って」とのかけ声やガッツポーズをする方も

いらっしゃいます。

この熱い期待にこたえなくては、との思いが強まりま

す。

さあ、総選挙の年です。必ず政権交代を実現すること、

そのためにも野党共闘の要の日本共産党の躍進を勝ち取

ることー私たちが自ら決めたこの目標をやり遂げること

は日本社会からも求められています。我が党の自力をつ

けて勝利を引き寄せるため、全力を尽くす決意です。

日本共産党・千葉 5 区予定候補 浅野ふみ子

■■ 浅野ふみ子 千葉県委員会副委員長

衆議院千葉５区に 挑戦 ■■

-

■■ 比例南関東ブロックでは

４議席に挑戦 ■■

-政権交代を実現する歴史的総選挙の年が明けました。

後援会のみなさんの日ごろのご支援に心から感謝いた

しますとともに、いっそうのご支援を熱くお願いいたし

ます。

比例南関東ブロックでは、志位和夫とはたの君枝、前

回議席を失ったさいとう和子で３議席を奪還し、４議席

をめざします。安倍政権以上に強権で冷酷な菅政権をい

つまでも続けさせるわけにはいきません。日本共産党の

躍進と野党共闘の勝利で野党連合政権を必ず実現し、希

望ある政治をひらくために、みなさんとともに全力をつ

くします。

いまだ新型コロナ感染症の収束は見えませんが、後援

会のみなさんが新しい１年を健やかにすごされること

を心から願って、新年のごあいさつとします。

日本共産党委員長・衆議院議員 志位和夫

衆議院議員 はたの君枝

前衆議院議員 さいとう和子

前茅ヶ崎市議 沼上とくみつ

【 １月１５日 浦安駅頭宣伝 】

毎日新聞と社会調査研究センターが実施した１６日の全

国世論調査では、菅内閣の支持率は３３％で、昨年１２月に

行った前回調査の４０％から７ポイント下落し、不支持率は

５７％(前回４９％)でした。昨年９月政権発足直後の調査で

は６４％だった支持率は急落の一途です。

今年の干支は「辛丑（かのとうし）」です。「辛丑」の年は、

「時代の転換」とも言われています。今年はコロナも「悪政」

も退散させましょう。

◀◀◀◀ 菅内閣の支持率急落 ３３％ ▶▶▶▶

【昨
年
十
二
月
新
浦
安
駅
頭
宣
伝
】

毎週金曜日、浦安駅での定例の

お帰りなさい宣伝で、浅野ふみ子

千葉５区予定候補と美勢市議は

「コロナでのお困り事は、お気楽

に日本共産党にご相談ください」

「新しい政権をうちたてよう」と

訴えました。



２０２１年 １月

世田谷の玉電若林駅の傍ら、現在の環七

（環状七号線）唯一の踏み切り（世田谷線）

のそばで生まれ育ちました。

世田谷区は五つの地域に分けられています。世田谷、北沢、

玉川、砧、烏山の五地域です。田園風景そのものでした。

家の周りも畑や田んぼなど自然豊かな環境で、昆虫採集な

どは、苦労なしに出来ました。

水も綺麗で、夏休みは川を堰きとめて泳いだり、近所の染

物職人の伯父さんは仕上げた染物を川へ運び洗う事が出来る

ほどでした。

昭和の初頭、環七は環六、環八とともに郊外道路として計

画されつつ、戦前わずか 7. 2km が整備されただけでした

が、昭和３０年代、東京オリンピックに備えて環七は急ピッ

チで工事が進められました。

我が家の敷地は計画道路にかかり 2/3 程が削られ、屋根に

白ペンキで線を引かれ周囲の家々は寸断されました。

商売を続けていた近所のお茶屋さ

んは、航空写真を撮られ、新聞でゴ

ネテいると批判の記事を載せられ強

引に退かれました。その後も駒沢オ

リンピック会場の建設など、凄まじ

い勢いで開発は進められました。

№11

<< 私の故郷・世田谷 >>

今、２度目のオリンピックを目前にして、1 度目の

オリンピック時の開発に関連した調布のトンネル工事

による陥没が住民に被害を与え、政府の新型コロナな

ど眼中に無いような姿を見るにつけ、全うな政治をな

んとしても推し進めなければと思います。

【 日の出 河井 】
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■■ 浦安市に申し入れ ■■


